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A Study on Learning activity and Place chooses















モンズ（以下：LC）注 1）と呼ばれる学習環境が 2012 年
以降、急速に導入されてきた。文科省の調査 1）によると、



































1987/3 3,303 563 2018/11/5 847 493/574 86% 2017/11/16 43 2,364
1981/2(改2014) 3,427 432 2019/11/28 343 258/273 95% 2014/10/9 39 2,265
1974/3(改2013) 13,690 1,307 2014/10/16 901 673/824 82% 同日 43 3,980
2007/4 1,773 390 2014/10/21 664 528/618 85% 同日 43 2,965
2012/3 4,650 830 2018/12/5 1,477 633/781 81% 同日 47 6,191
2016/4 14,585 1,900 2016/10/12 4,379 1395/2027 69% 同日 53 19,322
1981/10(改2009) 11,273 976 2017/11/27 1,368 672/850 79% 2017/11/16 47 7,355
2015/4 1,925 397 2017/11/27 235 180/192 94% 2017/11/16 47 1,466
1987/4(改2014) 11,045 1,383 2016/10/13 1,759 831/1115 75% 2016/10/11 45 6,893
2014/4 1,860 124 2016/10/13 315 169/255 66% 2016/10/11 43 1,574
































































のアンケートから得た。配布数 208 館、回収数 118 館（回
収率 57％）で、そのうち中央図書館の 80 館を分析対象
にした。また、LC の設置形態を詳細に把握するために、
web 上でも調査（2019 年実施）を行った。
　LC は、80 大学中 58 大学に設置されている。LC が図















図書や PC 等の学習媒体の違いによる開架と LC への来
訪理由を把握した。
3.1　学習利用の特徴と座席の着座率及び座席占有率
　開架と LC の利用者は、学部生が 9 割以上を占め、学
部 1 年生の利用が最も多い。利用頻度は、1 週間に 1 回


























































































































































情報端末機器 学習支援 空間・座席 その他
LCあり　n=29大学
LCなし　n=35大学
愛淑 椙山 愛学 名学 愛知 立命 中部 京産 合計
学習利用者 67% 74% 76% 75% 80% 84% 78% 72% 77%
その他の利用者 33% 26% 23% 25% 20% 15% 21% 27% 23%
無記入 0% 0% 0% 0% 0% 0% 1% 0% 0%


























































































着座行為率 Ave  : 88％

























































表 3　学習媒体ごとの開架と LC の来訪理由（複数回答）
図書利用 PC利用 併用利用 持込利用 計
利用していた建物から近い 14% 11% 13% 16% 14%
次講義の建物が近い 4% 5% 5% 6% 5%
静かで落ち着いている 67% 65% 76% 72% 70%
賑やか・会話できる 2% 7% 3% 7% 5%
図書資料がある 36% 15% 33% 11% 23%
PCの利用がしやすい 14% 49% 49% 11% 22%
空間の明るさや空調が良い 26% 26% 38% 24% 26%
開館時間が長い 16% 17% 24% 11% 15%
印刷・コピー機が利用できる 11% 20% 30% 6% 13%
学習支援サービスが受けれる 2% 1% 2% 1% 1%
飲食をすることができる 3% 7% 5% 4% 4%
いつも席が空いている 15% 13% 15% 16% 15%
視聴覚資料(DVDなど)がある 3% 1% 1% 1% 2%
ネット環境が整っている 1% 0% 0% 0% 0%
その他 4% 6% 1% 4% 4%
無記入 2% 2% 1% 1% 2%
n(人) 1018 446 310 1118 2892
来訪理由（5大学平均）
0 2 5 10m
otherstudy
≧80％ 79-60％ 59-40％ 39-20％≦19％
10％10％
以下
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表 5　人数ごとの開架と LC の来訪理由（複数回答）
図書利用 PC利用 併用利用 持込利用 n（人）
個人 40% 14% 11% 34% 2699
2人組 28% 19% 7% 47% 436
多人数 20% 20% 5% 54% 202
計 37% 15% 10% 37% 3337
個人 2人組 多人数 計
利用していた建物から近い 13% 18% 24% 14%
次講義の建物が近い 5% 5% 7% 5%
静かで落ち着いている 72% 64% 51% 70%
賑やか・会話できる 2% 13% 17% 5%
図書資料がある 24% 19% 17% 23%
PCの利用がしやすい 22% 21% 20% 22%
空間の明るさや空調が良い 27% 24% 28% 26%
開館時間が長い 16% 12% 11% 15%
印刷・コピー機が利用できる 13% 12% 4% 13%
学習支援サービスが受けれる 1% 2% 1% 1%
飲食をすることができる 4% 7% 6% 4%
いつも席が空いている 16% 10% 8% 15%
視聴覚資料(DVDなど)がある 2% 1% 1% 2%
ネット環境が整っている 0% 1% 0% 0%
その他 3% 7% 4% 4%
無記入 2% 1% 1% 2%

































に [ 個人持込 ]、[ グループ PC]、[ 個人・グループ併用 ]
は、45％以上と高い。次いで、利用人数に関わらず [ 図
書 ]、[PC]、[ 併用 ] の学習活動は、各学習媒体の利用の
しやすさに関する理由の割合が高い。
　[ 個人・グループ持込 ] と [ グループ PC] は、「リラッ
クスできる」が他の学習活動に比べて、若干高い。[ 個
人持込 ] は「他人の視線が気にならない」が他の個人の









[ 個人 ･グループ持込 ]、[ グループ PC] は、特に選択さ
れる。一方、[ 個人 ･グループ図書 ]、[ 個人 ･グループ
併用 ]、[ 個人 PC] は、会話率が高い席の選択はほとん












































































図書 PC 併用 持込 図書 PC 併用 持込
31% 9% 27% 11% 28% 15% 14% 9% 19%
8% 21% 18% 8% 9% 20% 17% 9% 11%
2% 1% 0% 3% 9% 16% 14% 20% 5%
33% 39% 46% 46% 31% 47% 48% 35% 40%
17% 18% 19% 22% 12% 10% 14% 14% 18%
13% 12% 12% 16% 13% 7% 10% 9% 13%
0% 0% 0% 0% 0% 1% 0% 0% 0%
2% 3% 5% 4% 4% 1% 7% 2% 3%
8% 13% 13% 8% 9% 12% 10% 8% 9%
6% 7% 9% 7% 5% 9% 3% 8% 7%
7% 5% 6% 8% 9% 7% 14% 5% 7%
9% 11% 11% 12% 8% 16% 10% 14% 11%
3% 3% 6% 5% 4% 1% 7% 4% 4%
1% 2% 1% 1% 5% 4% 0% 4% 2%








由を学習活動別に示す注 5）（図 6）。[ 個人・グループ持込 ]、










を選択している。特に [ 個人併用 ] の場合は、それがはっ













































































































































































56% 45% 36% 38%
15% 36% 31% 39%
6% 5% 9% 5%
11% 9% 18% 10%
12% 5% 6% 8%





























閉館までとした。　注 4）会話率（学習会話者数 / 学習者数）を以下














































1）開架と LC の利用者は、学部生が 9 割、週に 1 回以
上の利用が 8 割、学習利用者は 7 割を超える。2）学習
媒体や利用人数に関わらず、開架と LC を利用する主な
理由は「静かで落ち着いている」である。3）館内の座
席選択は開架と LC の全体に分布するが、一様ではなく
偏在する。4）学習媒体を持込まない利用者は会話率が
低く、閉鎖的な座席を選択し、学習媒体を持込んだ利用
者は会話率が高く、開放的な座席を選択する傾向がある。
5）開架と LC の設置形態の違いで、座席利用において
開架と LC を使い分けるか分けないかは、場所の会話率
の違いで選択されている。
　以上のことから、学習利用者の行動の特性を今後の開
架と LC の学習場所整備に生かす要点は以下である。
1）空間的に閉ざされた座席から開放的な座席まで幅広
く用意し、それらに対応して会話禁止から会話可能まで
段階的に規則を設ける。さらに、開放度が中程度の座席
は、どの学習活動も多く選択するため、必須条件になる
と考える。2）画一的な家具を大規模に用意するのでは
なく、様々なタイプの異なる座席とその配置を考慮して
設けるべきと考える。3）多様な場所を場所毎に独立空
間とするのではなく、連続させて座席選択の柔軟性を確
保する。
　今後は、学習活動に対して授業課題や資格試験等の学
習の種類からの場所選択の実態や、人的学習支援の運用
と利用者行動の関係を調べる必要がある。また、地域連
携等の視点からも学習場所整備の方針を模索したい。
図 8　LC の設置形態からみた使い分け行動の違いと座席選択の関係
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論文審査の結果の要旨 
 
 本研究は、大学図書館の開架閲覧室とラーニングコモンズにおける学生の学習活動と場所
選択に着目し、学習を目的とする利用者がどのような理由で、館内のどんな座席を選択するか
を明らかにしたものである。 
 最近、日本の大学の中央図書館内外に、学生の学習支援を目的とするラーニングコモンズ
が設置されるようになり、開架閲覧室以外にも学習場所選択の幅が広がっている。しかし、ラ
ーニングコモンズに関する計画設計指針は未だ示されていない。主体的学習を求めるアクテ
ィブラーニングが導入される中、学生の学習活動の特性と場所の選択理由を明らかにすること
は、開架閲覧室とラーニングコモンズの建築計画の指針を得る上で意義ある課題である。 
 本研究ではまず、日本におけるラーニングコモンズ導入の経緯と整備状況を把握し、ラーニ
ングコモンズの普及を把握している。次に８大学で実施したアンケート調査により利用者の来
訪目的を、また終日巡回観察調査により学習利用者の滞在場所を明らかにしている。 
 さらに６大学において、学習者が用いる学習媒体、来訪理由、滞在場所を利用人数別に整
理し、個人利用、グループ利用の特色を明らかにした。さらに、座席周辺の開放度とそこでの
会話率という指標を用いて座席選択との関係性を示している。 
 最後にラーニングコモンズの設置タイプの異なる４大学を対象として、開架閲覧室とラーニン
グコモンズを使い分ける利用者を対象として、設置タイプ別に両者の使い分け理由を整理し
た。 
 これらの結果を分析することにより、学習利用者が利用目的、学習媒体、利用人数などの違
いによって開放度や会話率の異なる場所を選択的に確保している特性を明らかにした。こうし
た利用者の特性は、開架閲覧室を個人で静かに利用する場、またラーニングコモンズをグル
ープで討論する場として設置し運用するあり方に見直しを迫るもので、開放度や会話率に配
慮する必要性を示した。 
 以上より、本研究は課題設定と論文構成、研究の方法、導かれた結論及び大学における学
生のための学習環境への示唆という点において、博士論文を申請するに値する成果であると
判断する。 
 
